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締
役

Q

下
肥
代
引
下
げ
の
布
令

.を
紹
介
し

.て
置
い
た
が
、.XJ

、
に
こ
れ
に
關
す
る
そ 

の
他
の
資
料
を
紹
介
し
て
、
こ
れ
が
補
讀
と
し
た
い
.と
思
，ふ
0 

. 

.

■

.
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f

江
.戶
市
民
.の
排
泄
す
る
糞
尿
が
關
東
地
方
に
お
い
の
重
要
な
肥
料
で

f

、
：
こ
れ
を
各
，地
に
配
給
す
る
諸
機
關I

ら
發
坐
し 

へ

て
ゐ
たQ

 

J

る
。；
I

.
人H

依
つ
V

I

ら
れ
た
下
肥
は
江
戸
の
各
河
岸
で
肥
船
に
運
ば
れ
た
。
l

u

i

f

れ

て

专
 

.

や
ぅ
に一 ：'

艘
分
は
大
豐
拾
荷
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
肥
船
は
武
州
、
總

州

ぎ

翕

川

を

利

用

し

て

、
各
地
に
配
給
さ
れ
る
。
各
地 

の
河
棒
に
は
下
肥I

人
が
I

て
、
こ
れ
が
下
肥
世
話
人
を
通
じ
て
各
村
に

所

用

の

肥
料
を

配

給

す

る

の

セ
あ
る
。

—

 

こ
れ
ら
の
：下
肥
が
各
農
村
に
と;

重
要
な
肥
料
で
あ
つ.

I

發
生
す
I

至
つ
た
。
最
f
'
で
東
京
近
在
の
百
姓
が
下
肥
を
汲
取
り
、
そ
の
袋
と
し
て
畑
で
出
來
岛
菜
類
を
持
參
す

.
’ 

f

習
力
あ
つ
た
が
、#
川
時
代
I

つ
て
は
、
そ

れ

が

家

麦

は

證A Q

役

德

丟

茗

。
有
名1
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の
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ち
に
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.
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九
5

*.
.下
掃
除
.に
っ
い
て
次
ぎ
め
ゃ
う'な
^
.̂
な
記
事
が
あ
石
。
天
保
ニ
年
七
月
十7\
日
の
條
に
、

.；

.

'
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.「

截
0;
則
、.下
そ
う
ぢ
の
も
の
納
茄.子
ニ
百
五
十
本
持
參
。
尤
も
納
物
之
節
は
载
食
被
下
候
様
"
地
主
ょ
り
被
申
越
候
曲̂
之
。.
然
る
.處
茄
子
三 

苗
納
め1

2
S

處

五

：十

不

足

い

衣

し

候

#

い
か
'が
と
、.お
み
ち
べ
馬
奪
講
伯
妻¥

以
辕
ね
さ
せ
齡
へ
ば
、
，|、人

に

付

芄

ナ

づ

、
の

10
-
も
1

に
付
、
. 

ニ

豈

，十
納
候
ょ.し
中
之
。、.此
方
人
難
小
兒
典
七
人
に
候
間
，
畏
迄
六
人
め
.っ
も
り
に
干
大
极
納
め
來
り
候
。
大
极
は
三
亩
本
納
候
葉
知
に
候 

哉
と
戴
ね
さ
也
候
旛
、.大
根
もJ
ー
亩
武
十
本
納
め
候
？
も
り
心
得
體
花
候
。
十
五
歲
以
下
は
人
數
に
入
れ
不
申
ょ
し
呻
之
。
左
候
へ
ぱ
兹
迄
ょ
り 

犬
极
五
十
木
不
觅
に
成
候
。
茄
子
は
畏.迄
納
候
辦
も
無
之
、
此
度
新
規
の
義
に#
、
速
惑
に
致
し
候
は̂
納
る
に
木
及
、
持
歸
ゎ
候
機
申
付4
せ 

候
龌
•
.犬
為
の
1

誓
本
納
可
_
、
涨
子
も
折
€
;持
參
仕
候
間
、
诨
说
十
受
取
く
れ
候
樣
申
之
、
外
々
と
同
樣
の
數
に
納
め
候
は

^
格
別
、
百
五 

.

■

十
に
不
迗
、>た
し
睽
て
は
、
い
ょ.く
受
取
が
.た
く
候
間
、
持
か.へ
り
候
樣
申
付
、
不
殘.か
へ
し
遺
し
靡
。
し.

■

:

,

'

 

こ

れ
.^
依
れ
ば
、
下
肥
派
取
り.の
禮
物
と
し
.て
、
そ
の
家
に
住
ん.で
ゐ
洛
十
五
歲
以
上
の̂

一
人
に
っ
き
.十
年
に
大
极
五
十
本
、
疏 

子
五
卜
W

の
割
合
で
提
肫
す
る
約.束
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
唯
馬
箏
の
方
で
は
孫
の
幼
兒
一
一
人
を
以
っ
て
大
人

.一

人

に

.
計

篤

し

た

と

こ

ろ

V

に
興
論
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。V

.

V
. 

ノ

か
っ
家
主
が
自
分
の
利
益
の
た
め
に
勝
手
に
掃
除
人
を
變
吏
し
得
た
こ
と
.は
、
同
じ
馬
琴
の
日
記
に
次
ぎ
の
や
う
に
記
し
て
あ
る
の

..

.*

 

.
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を

見

て

も

推

測

す

る

こ

と

が

出

来

る

。
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t l
F

そ
う
S

の
も
の
、
是
造
之
も
の
解
怠
に
て
•
且
大
根
も
不
足
に
候
間
、
去

寅
(

天
保1

兀
年
V .

十
二
月
中
、
地
主
杉
浦
淸
太
郞
繼
母
取
は
か 

.

.

.

:

ら
ひ
、
'
下
そ
う
ぢ
取
か

.

へ
候
っ
も
り
、:

此
度
申
そ
う
ぢ
者
は
、
干
大
根
の
外

-'
*

夏
に
.

至
り
.

^

1

^

ー
人
前
五
十
っ
.

.

、
納
.

可
.

审
ょ
し
&

之
。
此
時 

人
數
大
人
と
啤
陳
じ
候
て
別
に̂̂

も
無
之
候
は
气
へ
隣
廣
常
貞
ー
释
組
洽
、
ね
り
.

ま
伊
^ .

衞
門
と
中
% -

の
に
印
付
度
ょ
し
被̂

候
間
、任
其
意
、

.

:
:當
泰
ょ
り
そ
5-
.ぢ
.引
^
へ
.、
右
识
左
衞
門
に̂
ら
せ
候
。
然
る
處
右
伊
左
衞
鬥
義
，

1

夕
橋
外
明
地
前
武
家
そ
う
ぢ
取
候
に
付
、
_此
方
三
軒
の
下
そ 

'
ぅ
ぢ
は
代
り
の
も
の
差
出
し
候J:
■
し
、
當
.Hー

月
中
參o
、
-#
.段
聞
屈
候
也
。
.,
•

.

(

右

に

依

つ

て

も

明

か

|

:

ぅ

.に

>
 
下

肥

汲

取

人

の

提

供

す

る

代

償

.は

必

ず

し

も

一

定

し

て

ゐ

，な

い

。

蓮

の

論

芝

引

用

し

た

法

令
 

.1

.r

江

戸

町

|

主

共

下

肥

掃

除

代

別

幸

昨

山

」

と

ぁ

|

ぅ

に

、

家

主

の

方

か

ら

ニ

ば

、

少

し

で

も

利

益

の

ぁ

る

方

に

汲

ま
 

せ

や

ぅ

と

し

た

の

で

I

O

. -
'
じ

.か

し

こ

れ

だ

け

な

I

れ

は

自

S

爭

で

あ

つ

；
.て

、

傷

 

然

る

に

I

に

そ

會

一

.
つ

の

株

の

や

ぅ

な

も

'
の

把

な

つ

て

.來

た

の

は

、

，汲

取

權

が

抽

出

さ

れ

て

一

種

の

抵

當

に

な

つ

た

り

、

賨

買

の

對

象

と

.な

つ

た 

か

ら

で.あ

る
。

：

' 

- 

.

:
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tanaa

'下
肥

汲

取

り
I
麦

は

差

配

の

：役

德

でI
、
.か
，つ

多

く

の

家

を

も

つ

瘍

合

に

は

相

當

Q

利

益

を

得

t
と

が

出

来

るた
め

に

.

. 

1

權

だ

け

を

他
A

s波
す

る

こ

と

が

起

るo
:
最

初

に

揭

ぐ

る

も

の

せ

江

戸

神

田

小

傅

馬

上

町

の

差

配

条

治

郞

が

そ

の

支

配

す

る

蒙 

の

下

肥

淡

取

權

を

鳩

ヶ

谷

村

の

淸

友

衞

門

に

五

ヶ

年

間

讓

渡

し

、

金

戴

拾

八

雨

を

得

.
^
も

の

で

ぁ

る

。

か

く

し

て

淸

左

衞
nは
該
•場 

所

の

下

肥

汲

取

り

の

獨

占

撒

を

得

た

わ

け

で

ぁ

る

。

そ

の

證

文

の

全

文

は

次

ぎ

の

如

f
の

で

ぎ

令
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下
掃
除
寶
渡
し
前
金
證
文
之
寒.
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一

廳

I

.

震
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付
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g

江

I

I

馨

豪

i

內

、

當

寅

年

胥

I

年

迄

四

ヶ

年

I

I

八

雨

_5

_

.

0

也
%

五
人
細
立
. #

、右
代
金
木
殘f

か
請
艰
申
候
所
實
？

御
座
候
、
然
ル
上
は
萬一

麗

等

之

儀

御

麗

ハ

、
、
家
作
建
揃
、人
數
一
兀

?

 

ニ

莒

靈

芳

雪

叢

可
I

之
：r

議

-

相

麗
I

候
-

;

I

當
人

f

致
し
候
駿
、
又
は
何

I

震

出
1

共
、
組
合
加
：

^

'

 

f

 

付
、
右
年
限
中
外
I

障
等
申
者
御
廣
ハ
、
、
■

之
者
引
請
、
前
書
對

む

は

|

|

|

气

ル
|

外
|

|

|

屋

汲

取
|

御
_

屋

日

下
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衞

門

殿
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し
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ノ

こ
れ
に
依
れ
ば
萬
一
火
災
で
類
燒
し
た
や
う
な
場
合
に
は
"
允
通
り
.に
復
す
る
ま
で
の
期
間
だ
け
、
五
ケ
年
か
^
史
に
延
長
す
る
約 

束
で
、
於
味
五
ケ
年
間
の
汲
取
權
を
認
め
た
の
で
あ
.る
。
こ
れ
に
對
す
る前
金
貳
拾
八
兩
が
何
人
分
に
當
る
か
は
記
載
が
な
い
か
ら
解 

ら
な
い
.が
、
.單
に
野
菜
物
を
贈
る
約
束
と
は
本
質
的
に
相
違
し
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
な
け
ル
ば
な
ら
な
い
。
下
肥
に
對
し
一
定
の
貨
幣 

的
評
價
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
るo
へ
 

.

’

.

.

こ
の
.条
治
郞
が
家
屋
所
有
者
で
な
く*
所
謂
差
酩
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、.

「

若
又
當
人
艰
役
致
し
候
敷

」

と
あ
る
文
言
に
依
っ

ても
推 

測
出
來
る
が
、
：
そ
の.場
合
，の
保
障
は
五
人
組
加
判
人
の
實
佐
に
な
っ
て
ゐ
I
。
や
、
心
.元
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
.當
時
滅
多
に
差 

配
の
變
11
は
な
か
.つ
た
か
ら
、
あ
ま
り
間
題
と
す
る
こ
と
も
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
.
，

\

こ
.の
場
合
下
肥

.

の
汲
取
り
は
淸
左
衞
門
自
身

.

が
や
っ
た
も
の
と
は
思
ば
れ
な
い
。
金
貳
拾
八
兩
の
金
融
を
な
し
得
る
大
百
姓
の
彼
は 

軍
に
淤
取
權
を
得
て
、
そ
の
‘下
肥
を
轉送
し
、
寶
却
し
て
利
益
を
得
る
か
、
又
は
自
家
の
小
作
地
に.供
給
し
，
小
作
人
か
ら
肥
料
代
を 

微
集
し
た
も
の
で

.

あ
ら
う
。‘馬
琴
の
.日
記
中
に
出
て
來
る
練
馬
村
の
伊
左
衛
門
と
は
や
、
胜
質
を
異
に
す
る
や
う
で
あ
る
。
當
時
の
農 

.村
の
文
臀
ゆ
に
、
，地
主
が
種
及
び
肥
料
$ :
.

-

自
家
の
小
作
人
に
供
給
し
，、.そ
の
，
代

金

を

徵
收
し
て
ゐ

る

帳
簿
が
あ
る
。
も
し
精
左
衞 

如
く

-

.

自
ら
下
肥
淡
取
權
を
獲
得
し
て
ゐ
る
‘ゃ
ぅ
な
場
合
に
は
多
く
の
利
分
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
推
定
す

.

る
に

.

難
く
な
い
。

.
第
二
の
證
文
も
同
；じ
く
淸
迕
衞
門
に
關
係
ぁ
る
i
.
の
で
.ぁ
る
が 

> 神
田
橋
本
町
貳
了
目
家
主
勘
左
衞
門
が
.そ
の

支

配

長

家

.

一
ヶ
所
の 

.下
肥
汲
取
權
を
、
こ
れ
も
五.ヶ
年
季
で
近
江
產
お
た
み.に
*
渡
し
た
0'
.お
た
み
は
.こ
れ
を
淸
左
衞
門
に
費
ケ
年
^
兩
を
以
つ
て
預
け
た 

の
で
ぁ
名
.。
證
文
の
全
文
は
次
ぎ
の
如
く
で
ぁ
る。：
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1
貴
駿
御
質
-¥
被
滅
候
橋
本
町
贰
丁
目
家
主_
发
撤
門
殿
支
翻.長
家
瓷
ヶ
所
下
掃
除
、
我
等
方
江
御
預
リ
申
度
段
、
御
賴
申
入
證
は
、
御
承
知 

.

被
下
候
土
付
、.則
當
寅
年
芷
.月
々
：來
ル.午
年
極
月
益
9£
ヶ
年
之
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賫
り
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頊
け
た
の.と
如
何
.̂

る
相
違
が
ぁ
る
の
か
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つ
，き
衫
し
な
い0
預
け
た
場
合
に
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預
げ
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が
何
寺
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i

る
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^
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賓
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し
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出
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。
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め
..て
ゐ
る
こ
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が
か
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し
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つ
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財
產
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
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.の
だ
か
ら
で
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强
ち
に
彼
の
柯
格
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鄙
吝
で
あ
つ
.た
と
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み
は
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.ひ
.得
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-
か
く
下
肥
汲
取
櫬
が
轉«
さ
れ
、
從
ク
て
下
肥
の
値
段
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高
く
な
ら
ざ
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を
得
.̂
如
っ
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o
終
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.艘
五
十
•荷
の
も
の
を
三
拾
荷

と
し
'
こ
れ
に
水
を
割
っ
て
五
十
荷
分
と
し
て
賣
る
や
う
な
不
JE
手
段
が
行
な
は
れ"
肥
料
の
利
目
が
薄
く
さ
へ
な
っ
た
の
で.あ
る
。

上
揭
の
碰
文
.は
何
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も
嘉
永
年
度
の
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で
あ
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が
、
：勿
論
そ
の
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前
か
ら
下
肥
汲
取
權
の
賫
買
は
行
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は
れ
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ゐ
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で
あ
ら
う
。

殊
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下
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の
價
格
が
上
騰
ず
る
に-0
れ
て
1
層
#
く
行
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は
れ
だ
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で
あ
ら
う
。
前
出
の
拙
稿
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法
令
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單
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卯
年
と
ょ
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で
、
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.に
年
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を
推
定
し
難
い
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#:
分
天
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十
四
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と
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ん
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即
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下

肥
に
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い
て
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'
1
月
祀
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村
村
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定
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願
ひ
出
て'.
天
保
十
ニ
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値
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ー
割
引
下
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を
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さ
れ
て
ゐ
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。
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っ
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前
述
し
た
や
う
な
不
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が
行
な
は
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四
月
に
そ
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締
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灰
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に
ノ
該
布
令
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發
せ
ら
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。
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方
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村
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で
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下
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趣
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鏡
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岸
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段
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弘
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。
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翌
弘
化

ニ
.巳
年
に
寶
捌
値
段
を
，：

一

割
方
引
下
げ
、
そ
の
歡
段
書
を
各
河
岸
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反
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總
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に
規
矩
さ
れ
た
下
肥
値
段
が
各
月
そ.れ
ぞ
れ
異
な
る
の
は
如
何
な
る
理
由
か
解
ら
な
いo:叉
七
月
•十
.一
月
•士
一
月
の
三
ヶ
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. 

を
缺
く
理
由
も
不
明
で.ぁ
る
0
七
月
と
十
ニ
月
と
は
盆
暮
だ
か
ふ
下
肥
寶
買
を
中1し
.た
と
も
考
べ
ら
れ
な.い
こ
と
は
な
い
が
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卜
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.月
の
な
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の
は
何
故
か
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«
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が
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し
く
安
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も
思
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^
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す
れ
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の
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區
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っ
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の
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る
。
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取
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さ
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